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昭
和
三
十
八
年
の
最
終
議
会
で
あ
る
三
月
定
例
会
は
三

月
十
二
日
か
ら
開
か
れ
、

、開
会
初
日
、
大
村
市
長
は
昭

和
三
十
九
年
度
の
施
政
方
針
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

、-，、
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林
漁
業
中
小
企
業
の
体

質
改
善
・
工
場
誘
致
・
低

所
得
者
層
の
自
立
更
生

昭
和
三
十
九
年
の
本
市
の

最
も
な
施
策
と
し
て
は
農
林

漁
業
、
中
小
企
業
の
体
質
改

善
を
は
か

b
、
積
極
的
に
工

場
を
誘
致
し
て
人
口
の
増
加

と
雇
用
の
増
大
を
は
か
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
、
主
治
一

方
低
所
得
者
層
の
自
立
更
生

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
、
通
信
機
関

の
発
達
と
と
も
に
経
済
圏
は

ま
ず
ま
ず
拡
大
さ
れ
て
告

D

ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
重

要
旋
策
を
具
体
化
し
て
行
く

た
め
に
は
、
市
単
独
の
力
で

は
到
底
困
難
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
隣
接
市
町

村
治
よ
び
長
崎
、
佐
世
保
両

市
を
背
景
と
し
た
発
展
策
を

は
か
ら
ね
ば
・
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
っ
た
意
味
で
地
域
綜

合
開
発
協
議
会
が
設
け
ら
れ

て
治
り
、
近
い
将
来
に
懸
案

事
項
を
具
体
化
す
る
た
め
の

基
礎
を
検
討
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

-
な
ら
友
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
既
に
ご
承
知
む

よ
う
に
昨
年
開
発
公
社
を
作

っ
て
着
々
モ
の
成
果
を
あ
け

て
い
る
次
才
で
あ

b
ま
す
。

こ
の
ほ
か
市
発
展
の
た
め

に
す
べ
て
の
こ
と
を
多
角
的

に
検
討
し
、
具
体
化
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

E重量霊彊

三
十
六
年
・
三
十

七
年
の
災
害
を

一O
O
%
復
回

都
市
計
画
事
業
で
は
二
千

六
宮
汗
一
万
円
を
計
上
し

て
天
村
駅
前
線
の
一
部
舗
装

大
村
駅
裏
排
水
路
の
一
部
改

良
、
大
村
公
園
整
備
事
業
な

ど
を
実
施
し
、
災
害
復
旧
事

業
で
は
一
億
四
千
百
六
十
万

円
を
計
上
レ
再
刊
対
制
コ
コ

そ
こ
で
本
市
で
は
発
展
策
千
七
年
災
害
の
殆
ん
ど
全
部

の
一
環
と
し
て
の
工
場
誘
致
の
各
阿
を
完
了
す
る
予
定
で

に
伴
う
施
設
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
。

急
務
で
あ
h
y
ま
す
の
で
、
工
失
業
対
策
事
業
で
は
年
間

場
用
水
の
確
保
、
土
地
の
利
延
べ
四
万
一
千
人
を
就
業
さ

用
、
区
画
整
理
、
住
宅
団
地
せ
る
た
め

三
千
二
百
七
十
一

造
成
、
公
共
施
設
の
通
正
な
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

配
置
、
道
路
や
港
湾
整
備
計
新
設
改
良
事
業
で
は
j
場

面
な
ど
を
あ
わ
せ
行
は
ね
ば

ヘベ
鋭

利

封

書

誤

判

一

所
を

{預
定
リ
、
・
な
島
市
道
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
機
械
力
を

加
え
て
計
画
的
能
率
的
に
実

施
す
る
考
え
で
す
。

市
乳
・
み
か
ん
・

野
菜
を
基
幹
作
自

に
指
定

近
時
わ
が
国
の
農
業
は
他

の
産
業
と
均
衡
の
と
れ
た
企

業
的
農
業
経
営
の
育
成
に
指

標
を
治
き
、
労
的
生
産
性
の

向
上
と
生
産
の
選
択
的
拡
大

に
意
を
そ
そ
が

ね
ば
な
ら
な

い
情
勢
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
友
見
地
か
ら
今

後
の
農
林
行
政
を
力
強
く
推

進
す
る
た
め
に
、
本
年
度
の

事
業
の
中
心
は
農
業
構
造
改

善
事
業
才
一
年
次
を
完
全
に

遂
行
し
、
才
二
年
次
以
降
の

事
業
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

農
業
構
造
改
善
事
業
で
は

市
乳
、
み
か
ん
、
野
菜
の
三

種
目
を
基
幹
作
目
と
し
て
計

画
し
、
総
事
業
費
は
二
億
八

千
四
百
五
十
万
円
。
才
一
年

次
の
事
業
計
画
の
告
も
な
も

の
は
補
助
対
象
事
業
と
し
て

，，
 

'r 

一祝
崎
震
も湾
問
が
十
三
件
の
三

千
五
百
五
十
九
万
九
千
円
。

一
般
助
成
事
業
と
し
て
、
¥
勾

(前
島
溜
ぽ
か
五
件
の
五
百
九

十
七
万
=
一
千
円
。
融
資
単
独

事
業
と
し
て
近
代
化
資
金
主

利
用
す
る
も
の
む
資
金
の
円

滑
化
を
期
す
る
た
め
に
長
崎

県
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対

し
五
十
万
円
を
出
資
し
、
荷

台
む
ね
二
千
万
円
の
資
金
獲

得
に
努
力
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

農
業
振
興
関
係
で
は
本
市

の
地
形
上
、
近
代
化
施
設
を

十
分
に
活
用
し
た
集
約
経
営

の
方
向
を
推
進
す
る
こ
と
に

し
、
こ
の
た
め
農
業
協
同
組

合
と
緊
密
注
連
携
を
と

b
、

経
営
資
金
の
受
入
れ
を
考
慮

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
開
拓

地
に
つ
い
て
は
国
の
施
策
で

あ
る
才
二
次
振
興
計
画
に
基

づ
く
資
金
導
入
を
は
か
る
た

め
、
関
係
者
と
協
議
を
進
め

指
定
を
受
け
る
前
提
と
在
る

基
盤
整
備
の
健
設
工
事
を
推

進
し
て
開
拓
営
農
の
画
期
的

改
善
を
は
か
り
た
い
と
考
え

て
お
b
ま
す
。

畜
産
関
係
で
は
最
近
多
頭
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羽
飼
育
の
傾
向
が
強
い
の
で

鶏
、
乳
牛
、
豚
を
対
象
と
し

た
集
団
衛
生
推
進
事
業
地
域

の
指
定
を
受
け
、

衛
生
指
導

の
推
進
を
は
か
り
た
い
。
喝
な

U

笥
m
切
開
催
ーな
ど
を
計
画
し
て
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
手
入
れ

い
ま
す
。

を
計
画
し
、
民
有
林
の
育
成

林
業
関
係
で
は
市
有
林
の
に
つ
い
て
は
林
地
の
肥
培
に

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
語
、
十
重
点
を
言
、
あ
わ
せ

記

f

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
補
植
、
百

¥
制
卦
対
叶
汁
パ
ド

ル、

(村
嵐

予
算
総
額
は
前
年
度
当
初
予

算
に
く
ら
べ
約
三
億
一
千
三

百
万
円
増
の
十
一
億
七
千
百

万
円
と
怠
っ
て
い
ま
す
。
歳

出
の
内
訳
は
)
①
災
害
復
旧

費
の
二
億
六
千
百
四
十
万
円

(
二
十
二
、

三
d
p
)

⑭
民
生
費

二
億

一
千
五
百
十
万
円
(
十

歳
出
を
賄
う
裏
付
と
し

τ

の
歳
入
は
、
①
地
方
交
付
税

1
二
億
九
百
七
十
万
円
。
②

財
産
牧
入
リ
三
千
九
百
五
十

万

H
。
〔
内
訳
〕
財
産
運
用

収
入
で
ご
百
六
十
万
円
、
不

動
産
売
払
収
入
で
三
千
六
百

四
十
万
円
、
物
品
売
払
収
入

五
十
万
円
。
③
牧
益
事
業
牧

入
H

二
千
五
百
万
円
。
〔
内

治
乳
牛
に
つ
い
て
は
産
乳
能

力
検
定
事
業
を
実
施
し
、
ま

た
畜
産
改
良
資
金
の
貸
付
に

石
包
汁
防
相
量
計
仕
む
い
倒

良
家
畜
の
保
留
、
畜
産
共
進

八
、
四
ガ
)
③
総
務
費
二
億

三
百
万
円
ハ
十
七
、
四
d
F
〉
④

農
林
水
産
業
費
一

億
三
百
七

十
万
円
(
八
、
、九
が
)
⑤
教
育

費
一

億
百
五
十
万
円
〈
八
、

七
ガ
)
⑥
土
木
費
九
千
百
玉

十
万
円
(
七
、
八

%
)
⑦
公
債

費
五
千
二
百
十
万
円
(
四
、

五
ガ
)
③
衛
生
費
四
千
三
百

九
十
万
円
(
三
、
七

μ)
⑨

労
仇
費
三
千
二
百
七
十
万
円

訳
〕
競
艇
事
業
収
入
④
分
担

金

l
一
千
七
百
六
十
万
円
。

〔
内
訳
〕
土
地
改
良
事
業
、

農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
⑤

国
庫
支
出
金

1
三
億
二
千
六

百
五
十
万
円
〔
内
訳
〕
国
庫

負
担
金

l
二
億
七
千
二
百
万

円
、
民
生
費
一
億
四
千
七
百

万
円
、
教
育
費
七
百
十
万
円

災
害
復
旧
費
〈
土
木
関
係
)

一
億
一
千
七
百
九
十
万
円
、

国
庫
捕
助
金
リ
五
千
二
百
五

十
万
円
衛
生
費
二
百
万
円、

(
二
、
八

μ)⑩
商
工
費
二
千

九
百
万
円
(
二
、
五
%
)
⑪

議
会
費
二
千
七
十
万
円
ハ
一

、
八
ガ
)
⑬
消
防
費
一
千
三

百
九
十
万
円
(
一
、
二

μ
)⑬

予
備
費
二
百
六
十
万
円
。

在
最
歳
出
面
に
治
け
る
予
算

総
額
を
経
費
別
に
大
別
す
る

と
①
投
資
的
経
費
五
億
六
千

二
百
三
十
万
円
ハ
四
十
八
が
〉

②
経
常
的
経
費
三
億
三
千
万

労
的
費
一
千
六
百
七
十
万
円

土
木
費
二
千
八
百
九
十
万
円

教
育
費
四
百
八
十
万
円
、
民

生
委
託
金

l
二
百
万
円
⑥
県

支
出
金
日
一
億
六
千
七
百
十

万
円
〔
内
訳
〕
民
生
費
負
担

金
一
一
一
一
百
万
円
農
業
水
産
補

助
金
U

四
千
七
百
三
十
万
円

土
木
費
補
助
金
H
H
百
六
十
万

円
災
害
復
旧
補
助
金
(
農
林

関
係
)
一
億
一
千
四
百
五
十

万
円
⑦
県
委
託
金
日
四
百
万

円
。
〔
内
訳
〕
総
務
費
委
託

円
(
二
十
八
%'
)
〔
内
訳
〕
人

件
費
が
約
二
億
一
千
百
六
十

万
円
物
件
費
そ
の
他
が
一
億

一
千
八
盲
四
十
万
円
③
生
活

保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
一
億

八
千
三
百
五
十
万
円
④
公
債

費
五
千
二
百
十
万
円
⑤
積
立
・
園
田

金
、
貸
付
金
繰
出
金
四
千
百
胆
担
薗

万
円
⑥
予
備
費
二
百
六
十
万
圃
商
圏

円

。

胆

配

輔園

金
二
百
万
円
、
民
生
費
委
託

金
二
百
万
円
。
③
市
債
り
八

千
八
百
六
十
万
円
。
〔
内
訳
〕

市
庁
舎
建
設
債
三
千
五
百
万

円
災
害
復
旧
債
一
千
九
百
九

十
万
円
、
土
木
債

一
千
四
百

三
十
万
円
、
教
育
債
九
百
四

十
万
円
左
ど
⑨
市
税
U
一
億

九
千
百
二
十
七
万
九
千
円
。

前
年
度
に
当
初
比
べ
で
一
千

三
百
六
十
六
万
六
千
円
の
増

の
晶
一
部
会
な

E
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

耕
地
関
係
で
は
三
十
七
年

災
害
の
八
十

μ
復
旧
を
目
標

に
農
地
、
施
設
、
関
連
事
業

な
ど
五
十
二
カ
所
で
一
億
三

千
七
百
四
万
円
の
事
業
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
単
独
土
地
改
良
事
業

や
農
道
の
路
面
整
備
な
ど
に

四
百
六
十
一
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。中

小
企
業
の
近
代

化
・
商
庖
会
の
組

織
作
り
に
努
力

商
工
関
係
で
は
中
小
企
業

者
め
金
融
を
よ
り
円
滑
に
す

る
た
め
、
市
内
九
金
融
機
関

と
商
工
中
金
に
預
託
し
、
ま

た
県
信
用
保
証
協
会
に
出
拐

を
行
な
い
、
と
く
に
本
年
度

は
融
資
枠
の
拡
大
を
は
か
る

た
め
、
市
内
金
融
機
関
に
対

し
て
は
預
託
金
を
増
額
し
て

貸
付
期
聞
の
延
長
、
利
率
の

引
下
け
左

E
の
措
置
を
し
ま

す
。
さ
ら
に
工
場
団
地
の
拡

充
な
ど
の
施
策
に
伴
う
本
市

商
工
業
界
の
発
展
の
た
め
、

商
工
会
議
所
そ
の
仙
の
関
係

機
関
と
緊
密
な
連
絡
主
と

b

企
業
診
断
等
の
実
施
に
よ

D

ま
た
中
小
企
業
の
設
備
の
近

代
化
、
'
経
営
技
術
の
向
上
を

は
か
る
と
と
も
に
、
協
同
組

合
あ
る
い
は
商
臣
会
の
組
織

づ
く
り
に
つ
い
て
の
指
導
育

成
に
努
力
し
、
ま
た
商
庖
街

の
美
化
を
は
か
る
た
め
、
街

路
灯
な
ど
の
設
置
を
推
進
い

た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

友
台
、
懸
案
の
鈴
田
、
三

F

浦
地
区
の
電
話
を
早
く
自
動

化
に
し
、
無
電
話
部
落
に
対

す
る
農
村
公
衆
電
話
の
設
置

未
点
灯
世
帯
の
解
消
、
市
内

パ
ス
路
線
の
新
設
合
理
化
、

国
鉄
ダ
イ
ヤ
の
改
善
、
な
さ
ー
に

つ
い
て
も
さ
ら
に
努
力
い
た

し
ま
す
。

水
産
関
係
で
は
大
村
湾
が

近
く
国
の
沿
岸
漁
業
構
造
改

善
事
業
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
沿
り
ま
す
が
、

昨
年
に
引
続
き
実
施
を
予
定

し
て
治
り
ま
す
コ

V

ク
'
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
、
沈
船
投
石
な

ど
に
よ
る
魚
礁
の
設
置
事
業

貝
類
海
藻
類
な
ど
の
増
殖
事

業
、
外
海
集
団
操
業
な
ど
は

~ '( 



司、 〆
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し 層お努を会国を得 繁 のてし更護社民るれ多 μ 昨て十本
まの P力得、民間て 期 乳はた生世協生もはくで年い三年
すごまいて婦年設季に幼、いへ帯議委の本なー十ま%か
。協すた取入金す節は児四。のの会員で市つ咋二す引ら
力。しり団はる保地のカ児推生の協、のて年月。上生
を市たま体、予育区保所童進活再議保特訟に現まけ活
最民いとなと定所民育の福に指成会護殊り比在たが扶
願皆とめ どくで 十の 、保祉努 導強 、の事まべで保予助
い様 芳納 の忙す三 協ま育 ι力、化社適情す約 五護想 基
いのえ付協町。カ力た所つい閏、会正にが九、率さ 準
たーてに力内 所を農でいた立保福化よこ人五はれの

E置圏刊でし消改ま修年消
、な防正す生も防
現け本に。の長技
在れ部よ消派崎術
準ば、り防遺県修
備な消 三組を消得
中 b防十織計防の
でま署九法画学た
すせを年のし校め
。ん設中ーてに
。量に部い研本

つ
い
て
の
施
設
の
改
善
充
実

を
は
か
り
た
い
考
え
で
あ
り

ま
す
。

ツ
を
振
興
し
て
心
身
共
に
健

康
友
市
民
を
つ
く
る
一
助
と

い
た
す
た
め
に
体
育
課
を
新

設
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
・
・
・

た

。

閉

白

圃

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
計
画

.

.

.
 

的
に
、
机
、
腰
掛
、
校
具
教
開
院
圃

具
の
整
備
充
実
を
行
在
い
大

E
E
B

村
小
挙
校
そ
の
他
の
増
改
築
赤
痢
の
発
生
が
あ
と
を
た
た

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
・
な
い
の
で
、
手
洗
運
動
、
そ

父
兄
の
負
担
軽
減
は
十
分
族
こ
ん
虫
、
駆
除
、
そ
の
他

考
え
、
奨
学
金
も
貸
付
金
の
伝
染
病
予
防
の
啓
発
を
行
左

増
額
を
し
ま
し
た
。
学
校
教
う
と
と
も
に
育
児
、
成
人
病

育
は
施
設
、
教
具
の
充
実
と
相
談
、
寄
生
虫
予
防
運
動
な

相
ま
っ
て
教
職
員
の
研
修
と
ど
を
行
な
い
ま
す
。
定
期
の

指
導
体
制
の
強
化
、
特
殊
教
予
防
注
射
、
小
児
マ
ヒ
生
ワ

育
の
充
実
な
ど
の
推
進
を
は
ク
チ
シ
の
投
与
も
無
料
で
行

か
り
た
い
。
社
会
教
育
は
子

な
い
、
日
本
脳
炎
の
予
防
注

供
会
、
青
年
学
級
、
婦
人
学
射
も
減
免
の
措
置
を
講
じ
た

級
な
芝
を
育
成
強
化
し
、
両
い
。
清
掃
事
業
で
は
車
輔
の

親
の
家
庭
教
育
の
推
進
、
公
整
備
を
は
か

b
焼
却
と
埋
立

民
館
の
指
導
体
制
の
強
化
、

の

併

用

に

よ

っ

て
完
全
な
処

図
書
館
郷
土
館
の
整
備
を
い
理
を
期
し
、
ま
た
、
し
尿
処

た
し
た
い
。
体
育
保
健
に
つ
理
に
つ
い
て
も
ご
ヶ
年
計
画

い
て
は
体
育
指
導
員
の
活
動
で
処
理
能
力
を
倍
増
す
る
予

を
促
進
し
て
健
康
で
明
る
い
定
で
す
。

町
づ
く
b
の
た
め
に
、
公
民

1
1
1

館
、
各
種
団
体
、
地
域
社
会
田
畑
圃

に
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
し
ん
透
圃
・
・

さ
せ
、
ま
た
指
導
者
の
養
成
岡
田
幽

体
育
、
保
健
、
給
食
な
ど
に
圃
・
圃

そ
の
殆
ん
ど
が
指
定
事
業
と

友
つ
で
も
相

b
ま
す
の
で
、
地

元
漁
協
と
緊
密
な
連
携
を
と

り
受
入
体
制
に
万
全
を
期
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

と
く
に
「
の
り
」
に
つ
い

て
は
将
来
有
望
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
指
導
奨
励
い
た
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

左
希
内
水
面
漁
業
に
つ
い

て

は
郡
川
水
域
治
よ
び
萱
瀬
グ

ム
の
資
源
の
繁
殖
を
は
か
る

た
め
鮎
、
鯉
「
ニ
ジ
マ
ス
」

の
放
流
を
計
画
い
た
し
て
い

ま
す
。つ
ぎ
に
漁
業
協
同
組
合
の

組
織
の
充
実
強
化
を
は
か
る

た
め
、
市
内
ニ

漁
協
の
統
合

に
努
力
し
た
い
。
ま
た
工
場

誘
致
等
に
伴
う
水
質
の
汚
染

に
は
十
分
注
意
し
て
沿
岸
涜

E
E
E

業
C
振
興
に
支
障
が
な
い
よ
掴
司
副

う
留
意
い
た
す
考
え
で

あ

り

圃

固

ま

す

。

開

祖

.

観
光
事
業
で
は
市
内
観
光
資
・
・
・

源
の
開
発
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
、
観
光
協
会
、
そ
の

他
市
内
商
工
界
の
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
絡
を
は
か

b
つ

ヲ
、
日
本
観
光
協
会
に
よ
る

，観
光
診
断
を
実
施
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
大
村
湾
県
立
公
園
指
定

に
つ
い
て
も
関
係
市
町
村
と

相
携
え
て
促
進
を
は
か
る
と

と
も
に
、
旅
館
の
日
本
観
光

旅
館
連
盟
え

の
加
入
の
指
導

育
成
を
行
な
う
在
ど
綜
合
観

光
の
推
進
を
芳
え
て
語
り
ま

す
。
企
業
誘
致
に

つ
い
て
は
、
昨

年
新
設
二
工
場
、
増
設
二
工

場
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
引
続
き
産
業
経
済
界
に

対
し
本
市

の
工
業
立
地
条
件

め
特
色
を
啓
蒙
宣
伝
し
、
誘

致
工
場
に
対
し
て
は
適
切
な

助
成
措
置
を
は
か
る
一
方
、

資
料
な
ど
を
さ
ら
に
整
備
し

て
受
入
体
制
を
確
立
い
た
し

た
い
。

昭和39年4月1日

伝
染
病
に
重
点

し
尿
処
理
も
さ
ら

に
充
実

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

窓
口
合
理
化
の
た

め
住
民
の
実
態
を

適
確
に
は
握

町
務
連
絡
員
制
度
は
市
@
行

政
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

機
構
で
あ

b
、
貴
重
注
存
在

で
あ
り
ま
す
の
で
、
従
来
と

も桐

b
町
総
代
に
そ
の
事
務
を

委
嘱
し
、
報
酬
も
若
干
増
額

し
、
そ
の
労
苦
に
報
い
た
い

所
存
で
あ

b
ま
す
。

戸
籍
関
係
で
は
旧
法
戸
籍
の

才
二
次
改
製
を
進
め
、
九
月

に
は
全
部
を
完
了
す
る
予
定

で
す
。
住
民
登
録
関
係
で
は

一
済
調
査
を
行
・
泣
い
、
住
民

の
実
態
を
適
確
に
し
、
各
種

行
政
の
基
礎
資
料
の
一
貫
性

を
は
か
り
た
い
。

大村市政だよ

各
種
団
体
の
活
動

を
強
化体
育
課
を
新
設

本
年
は
東
京
オ
り
シ
ビ
ッ
ク

の
年
で
も
あ
h
y
、
昭
和
四
十

四
年
に
は
国
体
の
本
県
開
催

も
芳
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
体

育
を
盛
ん
に
し
、

青
少
年
の

健
全
育
成
の
た
め
の
ス
ポ

i

に国努保
ご民力護
協年の
力金適
をの正
加化
入に

E週l1iI
三
十
九
年
中
に
消

防
署
を
設
置
す
べ

く
単
備
中

1
J
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地
方
行
政
の
近

代
化
と
住
民
ナ
ー

ピ
ス
向
上
の
た
め

新
庁
舎
建
設
を
機

会
に
、
簡
単
な
事

務
の
受
付
、

証
明
、
申
請
な

ど
は
市
民
課
で
処
理
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
行

り大村市政だよ

政
事
務
の
複
雑
化
に
と
も
な

い、

事
務
処
理
に
迅
速
を
欠

く
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

務
能
率
の
向
上
と
市
民
「
サ

ー
ビ
ス
」
の
強
化
の
面
か
ら

検
討
を
加
え
機
構
改
革
を
実
咽
頑
固

施
い
た
す
つ
も
り
で
あ
b
ま

.

.

.
 

す

。

-

司

副

昭和33年4月zz日第三種郵便物語、可

昨
年
十
月
か
ら
圃
・
・

の
世
帯
主
の
七
割

開
E
幽

給
付
、
医
療
費
地
帽
孟

域
差
徹
廃
、
受
診

's
・

率
等
の
上
昇
に
よ
圃
圃
・

る
医
療
費
の
増
加
で
、
あ
る

程
度
の
保
険
税
の
引
上
け
が

必
要
で
す
が
、
低
所
得
層
に

つ
い
て
は
昨
年
度
並
の
減
税

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

-E

本
年
度
か
ら
地

E
薗

方

公

営

企

業

法

の

軍
薗
「
財
務
規
定
等
」

園

圃

を

適

用

す

る

こ

と

・

・

に

な
b
、
企
業
会

計
に
切
替
え
基
本
計
画
を
立

て
で
事
業
を
推
進
い
た
し
ま

す
。
ま
た
そ
の
益
金
二
千
五

百
万
円
を
一

般
会
計
に
繰
出

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

園霊童

昭和39年4月1日

.~ 

給
水
戸
数
は
一

月
末
現
在
六
千
三

百
五
戸
で
昨
年
に

比
べ
七
、
五
戸
の

増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
施
設
の
老
朽
化
と

給
水
量
の
増
加
で
、
水
圧
低

下
の
地
区
も
あ
り
ま
す
の
で

今
後
市
の
発
展
に
伴
い
水
道

十
カ
年
計
画
に
も
と
歩
い
て

事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

水
道
料
金
は
昭
和
三
十
年

十
月
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で

そ
の
後
の
物
価
の
値
上
が
b

-
な
ど
に
よ
り
経
営
面
は
非
常

に
苦
し
い
実
情
で
あ

b
ま
す

さ
ら
に
十
カ
年
計
画
を
推

進
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て

も
施
設
を
拡
充
せ

ね
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
水
道
料
金
の
値

上
け
は
せ
や
J

今
し
ば
ら
く
は

企
業
の
合
理
化
と
改
善
に
よ

り
極
力
経
費
の
節
減
に
つ
と

め
た
い
と
思
い
き
す
。

本
年
度
よ
b
地
方
一

公
営
企
業
法
の
「
一

財
務
規
定
等
」
の

一
部
の
適
用
に
よ

り
企
業
会
計
に
切

替
え
、
事
業
の
基
本
方
針
に

基
歩
い
て
本
来
の
使
命
達
成

に
努
力
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
も
医
療
機
械
の
整
備

拡
充
、
と
く
に
基
準
寝
具
を

実
施
し
て
市
民
に
た
い
す
る

医
療
の
万
全
を
期
し
た
い
と

思
い
ま
す
.

1
日

l
m日
は
固
定

資
産
税
課
税
台
帳
の
縦

覧
期
間
で
す
、
必
ず
見

て
、
正
し
い
課
税
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
犯
年
度
固
定
資
産

税
の
一
期
分
の
納
期
は

5
月
日
日
か
ら
5
月
別

日
ま
で
で
す
。

必
ら
ず
期
日
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

ク
レ

i
ダ
と
ブ
ル
ト

l

九
ザ
の
運
転
手
を
募
集

大
村
市
開
発
公
社
で
は
つ
ぎ

の
と
語
り
技
能
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
開

発
公
社
事
務
局
(
大
村
市
役

所
企
画
室
内
)
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い

①

職
種

グ
レ
ー
ダ
ー
運
転
手
一
名

ア
ル
ト

l
ザ
運
転
手

一
名

⑧

資

格

要

件

ィ
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が

学
校
教
育
法
に
よ
る
新

制
中
学
校
以
上
の
学
力

を
要
し
ま
す
。

ロ
、
年
令
は
十
八
才
以
上
島

お
む
ね
三
十
才
「
あ
い

ま
で
の
男
子

ハ
、
市
内
居
住
の
人

て
応
募
す
る
職
種
の
免
許

資
格
を
有
し
、
一
年
以

上
の
経
験
者
、

③
申
込
期
日

四
月
十
日
午
後
五
時
ま
で

な
島
、
く
わ
し
い
こ
と
は

事
務
局

〈
市
役
所
企
画
室

内
〉
へ
最
た
十
ね
く
だ
さ

い
。

墓
地
の
改
葬

マ
墓
地
の
所
在
地
H
福
岡
県

筑
紫
野
町
大
字
牛
島
字
塔
尾

四
五
十
番
地

改
葬
理
由
リ
使
用
目
的
変

更
の
た
め
。

改
葬
先
H

福
岡
県
筑
紫
郡

種痘の予防接種

種痘の予防接種をつぎむとおり行ないます

該当者はもれなく 接種を受けてください.

b該当者昭和38年2月1日:から39年
1月31日までに生れたもの。およびま

だ、 1回も接種していないもの。

ただし、 38年の秋の種痘で善感 (よく

痘苗がつもいたの)だったものは該当

しません。 t料金無料です

t母子手帳を持参してください。

らか分nu
 
時後午もれ帝J

で

い

ま

校

、

分

館

所

園

所

所

所

所

学

所

は

副

所

民

寮

和

張

張

張

張

小

院

張

関

時

公

診

清

出

出

出

出

村

病

出

時

5

央

浦

田

瀬

松

原

田

大

立

重

砂

場

中

三

池

萱

竹

松

鈴

東

市

福

検診日

4月13日

4月14日

接種目

4月6日

4月1日

筑
紫
町
大
字
阿
志
岐
円
徳
寺

回
出
先

1
福
岡
県
筑
紫
郡

筑
紫
野
町
大
字
牛
島
問

一
六

番

地

八

尋
守
茂

届
出
期
日
リ
昭
和
三
十
九
年

四
月
五
日

マ
墓
地
の
所
在
地
H

高
知
市

北
端
町
字
西
ノ
城
一
二

0
・

一
一
二
番
地

改
葬
の
理
由
H
高
知
学
園

運
動
場
拡
張
予
定
の
た
め

改
葬
先
日
高
知
市
北
端
町

字
西
ノ
城
一
二
二
の
四
の
内

届
出
先
リ
高
知
市
北
端
町

一
C
O帯
地
高
知
学
園

高
知
市
帯
屋
町
高
知
市
役
所

保
健
衛
生
課

届
出
期
日
H
昭
和
三
十
九
年

四
月
十
五
日

4月15日

4月16日

4月17日

4月8日

4月9日

4月10日
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